『浄土論註』の論理--名義相応の視点から by 安藤 義浩
『浄
土
論
註
』
の
論
理
—
名
義
相
応
の
視
点
か
ら
—
は
じ
め
に
『浄
土
論
註
』(
以
下
『論
註
』)
を
著
し
た
曇
鸞
の
功
績
は
、
 
『浄
土
論
』(
以
下
『論
』)
を
易
行
道
開
顕
書
と
読
み
解
い
た
こ 
と
で
あ
る
。
『論
』
は
、
願
心
荘
厳
の
浄
土
に
よ
っ
て
仏
道
が
成 
就
す
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
誰
が
読
ん
で
も
動
く
こ
と
は
な 
い
。
曇
鸞
の
功
績
は
、
こ
の
浄
土
に
い
か
に
触
れ
る
か
を
見
出
し 
た
こ
と
で
あ
る
。
『論
』
当
相
で
は
、
自
力
で
五
念
門
を
修
し
て 
浄
土
に
生
ま
れ
る
と
読
め
る
。
し
か
し
、
曇
鸞
は
浄
土
の
功
徳
を 
内
包
し
た
名
号
に
よ
っ
て
浄
土
が
開
示
さ
れ
る
と
し
た
。
こ
の
功 
績
に
よ
っ
て
、
『論
』
は
一
切
衆
生
が
仏
道
に
立
つ
こ
と
の
で
き 
る
一
乗
の
仏
道
の
開
顕
書
と
な
っ
た
。
親
鸞
は
そ
ん
な
曇
鸞
の
仕 
事
を
、天
親
菩
薩
の
み
こ
と
お
も 
鸞
師
と
き
の
べ
た
ま
は
ず
ば
安
藤
義
浩
他
力
廣
大
威
德
の
心
行
い
か
で
か
さ
と
ら
ま
し
(
『定
親
全
』
一
ニ
和
讚
篇
・
九
一) 
と
讃
詠
す
る
。
『論
註
』
は
『論
』
の
一
字
一
句
を
註
釈
す
る
形
を
取
っ
て
い 
る
。
そ
の
中
で
註
釈
か
ら
外
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
巻
頭
、
上
巻
末 
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ
た
二
道
釈
、
ハ
番
問
答
で
あ
る
。
こ
こ
に 
『論
』
を
註
釈
し
て
い
く
曇
鸞
の
立
脚
地
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。 
そ
れ
は
「
信
仏
因
縁
」
に
よ
る
「
一
切
外
道
凡
夫
人
」
の
自
覚
で 
あ
る
。
こ
の
凡
夫
の
自
覚
を
契
機
と
し
て
、
曇
鸞
は
念
仏
者
と
な 
り
、
空
過
、
孤
独
と
い
う
人
間
の
抱
え
る
根
源
的
な
問
題
を
超
え 
て
い
っ
た
。
自
我
を
持
っ
た
人
間
の
頭
で
、
こ
の
よ
う
な
人
間
の 
問
題
は
絶
対
に
解
け
な
い
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 
こ
の
曇
鸞
の
立
脚
地
を
本
願
文
で
い
え
ば
、
第
十
八
願
成
就
文 
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
聞
其
名
号
」
に
よ
っ
て
「
信
心
歓
喜
」
し
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「
願
生
彼
国
」
す
る
身
と
な
っ
た
事
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
 
本
願
が
我
が
身
に
成
就
し
た
と
い
う
感
動
に
立
っ
て
因
願
を
尋
ね 
て
い
く
思
索
が
『論
註
』
を
貫
い
て
い
る
。
稲
葉
圓
成
は
「
一
論 
の
所
説
が
大
経
の
第
十
八
願
を
基
調
と
す
る
旨
趣
を
明
に
す
る
こ
②
 
と
に
腐
心
せ
ら
れ
て
居
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
『論
』
で
説
か
れ
る
浄
土
の
二
十
九
種
荘
厳
功
徳
は
、
『論 
註
』
上
巻
、
下
巻
で
註
釈
さ
れ
て
い
る
。
上
巻
で
は
、
 
佛
本
所
三
以
起
二 
此
莊
嚴
淸
淨
功
德
ー
者
(
『真
聖
全
』
ー
・
ー
 
ー
ハ
五) 
な
ど
と
、
二
十
九
種
荘
厳
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
、
そ
の
功
徳
を
浄
土 
に
具
備
し
よ
う
と
し
た
因
位
法
蔵
の
願
心
が
探
究
さ
れ
て
い
る
。 
そ
の
心
は
穢
土
を
生
き
る
人
間
の
問
題
を
悲
し
む
心
で
あ
る
。
こ 
の
論
述
を
曇
鸞
が
で
き
得
た
の
は
、
浄
土
の
功
徳
に
よ
っ
て
人
間 
の
問
題
を
自
覚
せ
し
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
浄
土
の 
総
相
で
あ
る
清
浄
功
徳
の
文
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
佛
本
所
ー
ー
ー
以
起
二
此
莊
嚴
淸
淨
功
德
一
者
、
見
下 
三
界
是 
虛
僞
相
、
是
輪
轉
相
、
是
无
窮
相
、
如
二
駅
蟆
循
環
ハ 
如
二
蠶
繭 
自
縛
ハ 
哀 
哉 
衆
生
締
中 
此
三
界
顚
倒
不 
淨
上
… 
(
『真
聖
全
』
ー
・
ー
 
ー
ハ
五) 
三
界
は
虚
偽
、
輪
転
、
無
窮
、
尺
取
り
虫
の
循
環
の
よ
う
に
空
過\ 
蚕
繭
の
自
縛
の
よ
う
に
孤
独
で
あ
る
。
そ
ん
な
自
覚
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
上
巻
の
二
十
九
種
荘
厳
の
註
釈
に 
は
、
曇
鸞
の
自
己
へ
の
悲
歎
、
五
濁
世
無
仏
時
へ
の
歎
異
が
語
ら 
れ
て
い
る
。
一
方
、
下
巻
で
は
、
人
間
の
問
題
に
目
覚
ま
し
め
、
そ
れ
を
転 
じ
る
は
た
ら
き(
果
力)
と
し
て
二
十
九
種
荘
厳
が
釈
さ
れ
て
い 
る
。
こ
ち
ら
も
清
浄
功
徳
の
文
を
あ
げ
て
お
く
。
此
云
何
不
思
議
、
有
二
凡
夫
人
煩
惱
成
就
一
亦
得
レ
生
二
彼
淨 
土-
三
界
繫
業
畢
竟 
不
レ
牽
、
則
是
不
レ
斷
二
煩
惱
一
得
二
涅
槃 
分
ハ 
焉 
可
二
思
議7  
(
『真
聖
舍
一
・
三
一
九) 
煩
悩
成
就
の
凡
夫
と
目
覚
ま
し
め
、
そ
の
ま
ま
で
涅
槃
分
を
得
さ 
し
め
る
は
た
ら
き
が
讃
嘆
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
着
目
す
る
の
は
、
『論
』
一
字
一
句
へ
の
『論
註
』
の 
註
釈
で
あ
る
。
自
力
の
五
念
門
と
読
め
る
『論
』
が
、
二
道
釈
、
 
ハ
番
問
答
で
示
さ
れ
た
枠
組
み
の
中
で
い
か
に
註
釈
さ
れ
て
い
る 
の
か
を
、
大
局
的
・
構
造
的
に
尋
ね
る
。
『論
註
』
全
体
が
他
力 
の
仏
道
の
開
顕
書
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
こ
の
確
か
め
を
通
し
て 
明
ら
か
に
し
た
い
。
中
心
と
な
る
概
念
は
、
浄
土
の
功
徳
を
内
包 
し
た
名
号
と
の
値
遇
で
あ
る
。
こ
の
値
遇
が
一
字
一
句
の
註
釈
の 
原
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
お
さ
え
て
い
く
。
特
に
、
自
力
で
修 
す
る
と
読
め
る
五
念
門
を
、
他
力
で
実
現
さ
れ
る
五
念
門
へ
転
換 
さ
せ
た
と
い
え
る
、
讃
嘆
門
の
「如
実
修
行
相
応
」
の
註
釈
に
重
50
点
を
お
く
。
ま
た
、
秘
か
に
願
っ
て
い
る
こ
と
は
、
曇
鸞
の
回
向 
観
を
尋
ね
る
こ
と
で
あ
る
。
ー
、
題
号
と
真
実
功
徳
相
『論
』
の
正
式
な
題
号
『無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
』
に
対 
す
る
次
の
釈
に
は
、
曇
鸞
の
三
部
経
観
お
よ
び
天
親
観
が
述
べ
ら 
れ
て
い
る
。
「
无
量
壽
」
是
安
樂
淨
土
如
來
別
号
。
釋
迦
牟
尼
佛
在
二 
王
舍
城
及
舍
衞
國
一
於
二
大
衆
之
中
一
說
二 
无
量
壽
佛
莊
嚴 
功
德7
卽
以
二
佛
名
号
一
為
二
經
黠7
後
聖
者
婆
藪
槃
頭
菩
薩
、
 
服
二
膺
如
來
大
悲
之
敎
ハ 
傍
レ
經
作
二
願
生
偈7
復
造
二
長
行
一 
重
釋
一
梵
言7  
(
『真
聖
全
』
ー
・
一
 
ー
七
九
—
ハ
〇) 
『論
』
は
そ
の
題
号
か
ら
言
え
ば
『大
経
』
の
論
書
で
あ
る
。
し 
か
し
曇
鸞
に
と
っ
て
は
、
『観
経
』
、
『阿
弥
陀
経
』
を
加
え
た
浄 
土
三
部
経
の
論
書
で
あ
る
。
「
王
舎
城
お
よ
び
舎
衛
国
に
ま
し
ま 
し
て
」
か
ら
分
か
る
。
そ
し
て
そ
の
大
意
は
、
「大
衆
の
中
に
し 
て
無
量
寿
仏
の
荘
厳
功
徳
を
説
き
た
ま
へ
り
。
す
な
は
ち
仏
の
名 
号
を
も
っ
て
経
の
体
と
な
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ 
て
、
無
量
寿
仏
の
荘
厳
功
徳
を
説
き
、
仏
の
名
号
を
根
本
と
す
る 
こ
と
が
曇
鸞
の
三
部
経
観
で
あ
る
。
ま
た
「後
の
聖
者
婆
藪
槃
頭 
菩
薩
、
如
来
大
悲
の
教
を
服
膺
し
て
」
と
い
う
論
述
か
ら
曇
鸞
の
天
親
観
が
分
か
る
。
如
来
大
悲
の
教
を
服
膺
し
た(
身
に
し
っ
か 
り
と
い
た
だ
い
た)
天
親
、
こ
れ
が
『論
註
』
に
一
貫
し
て
流
れ 
る
曇
鸞
の
天
親
観
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
三
部
経
観
、
天
親 
観
か
ら
、
浄
土
お
よ
び
名
号
が
『論
註
』
に
お
い
て
鍵
と
な
っ
て 
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
題
号
釈
で
は
、
「無
量
壽
」
者
、
言 
无
量
壽
如
來
壽
命
長
遠
不
レ
可
二 
思
量
一
也
。
經
者
常
也
、
言 
安
樂
國
土
佛
及
菩
薩
淸
淨 
莊
嚴
功
德
・
國
土
淸
淨
莊
嚴
功
德
、
能
與
二
衆
生
一
作
二
大
饒 
益
ハ 
可
ー
ー
常
行
二
于
世
一
故
名
日
レ
經
。
(
『真
聖
全
』
一
一
ハ
〇) 
と
説
か
れ
て
い
る
。
「
よ
く
衆
生
の
た
め
に
大
饒
益
を
な
す
」
こ 
と
が
、
浄
土
の
功
徳
で
あ
る
と
分
か
る
。
お
さ
え
て
お
き
た
い
こ 
と
は
、
菩
薩
荘
厳
も
、
国
土
荘
厳
・
仏
荘
厳
と
同
様
に
衆
生
を
利 
益
す
る
は
た
ら
き
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
菩
薩
荘 
厳
は
、
仏
荘
厳
に
触
れ
た
者
の
実
践
行
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の 
者
を
仏
道
に
立
た
し
め
る
功
徳
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
こ
れ
を
天
親
に
約
し
て
い
え
ば
、
天
親
は
菩
薩
荘
厳
を
含
め
た
三 
種
荘
厳
に
ま
ず
も
っ
て
利
益
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
菩
薩 
荘
厳
の
具
体
相
が
、
自
己
で
は
な
く
師
の
教
化
に
仰
が
れ
る
こ
と 
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
だ
ろ
う
。
天
親
に
と
っ
て
は
天
親
の
師
の
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教
化
、
念
仏
者
に
敷
衍
す
れ
ば
、
そ
の
念
仏
者
の
師
の
教
化
が
、
 
菩
薩
荘
厳
の
具
体
相
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
後
で
回
向
に
っ 
い
て
尋
ね
る
と
き
再
び
取
り
上
げ
た
い
。
さ
て
、
浄
土
の
功
徳
は
、
我
依
二
修
多
羅 
眞
實
功
德
相
一
說
二
願
偈
撼
持
ー
與
二
佛 
敎
一
相
應 
(
『真
聖
全
』
一
・
二
六
九) 
と
い
う
仏
教
に
相
応
し
た
天
親
の
表
白
で
言
え
ば
、
「
真
実
功
徳 
相
」
で
あ
る
。
真
実
功
徳
相
は
次
の
よ
う
に
註
釈
さ
れ
て
い
る
。 
「
眞
實
功
德
相
」
者
、
有
二
ニ
種
功
德7  
一
者
從
二
有
漏
心
一
生 
不
レ
順
二
法
性7
所
レ
謂
凡
夫
人
天
諸
善
、
人
天
果
報
、
若
因
若 
果
、
皆
是
顚
倒
皆
是
虛
僞
、
是
故
名
二
不
實
功
德7
二
者
從
二
菩 
薩
智
慧
淸
淨
業
一
起 
莊
二
嚴
佛
事7
依
二
法
性
一
入
二
淸
淨
相7
是 
法
不
二
顚
倒
一
不
二
虛
僞
ハ 
名
為
二
眞
實
功
德7
云
何
不
二
顚
倒1 
依
二
法
性
一
順
二
ニ
諦
一
故
。
云
何
不
二
虛
僞
ハ 
攝
二
衆
生
一
入
二 
畢
竟
淨
一
故
。 
(
『真
聖
全
』
一
一
ハ
四
—
五) 
真
実
功
徳
相
の
は
た
ら
き
に
不
実
功
徳
、
真
実
功
徳
の
二
種
の
功 
徳
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
不
実
功
徳
と
は
、
人
間
の
諸
善
・
果
報 
の
因
果
の
す
べ
て
が
顚
倒
で
あ
り
虚
偽
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ 
る
。
一
方
、
真
実
功
徳
と
は
、
法
蔵
菩
薩
の
智
慧
清
浄
の
業
か
ら 
生
起
し
た
浄
土
が
不
顚
倒
・
不
虚
偽
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
こ
の
両
者
は
時
を
隔
て
て
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
真
実
功
徳
に
触
れ
た
そ
の
時
に
自
身
の
不
実
功
徳
を
自
覚
す
る
の
で
あ
る
。
別 
言
す
れ
ば
、
不
実
功
徳
の
自
覚
に
お
い
て
感
得
さ
れ
る
、
不
顚
倒 
不
虚
偽
な
る
は
た
ら
き
を
真
実
功
徳
と
仰
ぐ
の
で
あ
る
。
こ
こ
に 
曇
鸞
の
浄
土
に
対
す
る
実
存
的
了
解
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 
自
己
の
問
題
性
を
照
ら
し
「衆
生
を
摂
し
て
畢
竟
浄
に
入
ら
し
む 
る
」
は
た
ら
き
が
、
曇
鸞
の
浄
土
観
で
あ
る
。
二
、
如
実
修
行
相
応 
『論
』
の
讃
嘆
門
は
、
 
云
何
讃
嘆
、
口
業
讃
嘆
。
稱
二
彼
如
來
名
一
如
ニ
彼
如
來
光 
明
智
相
一
如
二
彼
名
義
一
欲
ニ
如
レ
實
修
行
相
應
一
故
。
(
『真
聖
全
』
一
一
七
ー) 
と
語
る
。
如
実
の
修
行
を
す
る
た
め
に
、
そ
の
徳
を
持
っ
た
浄
土 
を
目
指
し
、
五
念
門
を
修
し
て
い
く
と
読
め
る
の
が
『論
』
で
あ 
る
。
そ
ん
な
『論
』
が
、
讃
嘆
門
の
称
名
念
仏
に
お
い
て
「如
実 
修
行
相
応
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
曇
鸞
は
着
目
し
た
。
作
願 
門
・
観
察
門
と
い
う
止
観
行
の
完
成
に
お
い
て
如
実
修
行
相
応
が 
あ
っ
て
よ
い
は
ず
な
の
に
、
讃
嘆
門
に
あ
る
こ
と
に
着
目
し
た
。 
結
論
か
ら
言
え
ば
、
曇
鸞
は
、
浄
土
の
功
徳
を
内
包
す
る
名
号
と 
の
値
遇
に
如
実
修
行
相
応
を
確
か
め
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
、
体 
験
的
に
言
え
ば
、
名
号
に
よ
る
浄
土
の
開
示
の
自
覚
を
如
実
修
行
52
相
応
と
了
解
し
た
。
そ
し
て
名
号
を
回
施
し
た
師
の
教
化
を
如
実 
修
行
と
仰
い
だ
の
で
あ
る
。
如
実
修
行
は
、
『論
』
の
菩
薩
四
種
荘
厳
の
一
番
目
と
四
番
目 
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
云
何 
觀
二
察 
菩
薩
莊
嚴
功
德
成
就7
觀
二
察 
菩
薩
莊
嚴
功 
德
成
就
一
者
、
觀
二
彼
菩
薩
一
有
二
四
種
正
修
行
功
德
成
就7  
應
レ
知
。
何
者 
爲
レ
四
。
一
者
於
ー
ー
ー
佛
土 
ー
身
不
二
動
搖
一
而 
遍
二
十
方
一
種
種
應
化
如
レ
實
修
行 
常
作
二
佛
事7
偈
言
二
「安 
樂
國
淸
淨
常
轉
無
垢
輪
化
佛
菩
薩
日
如
須
彌
住
持
」
一
故
。 
開
二
諸
衆
生
淤
泥
花
一
故
。 
(
『真
聖
全
』
ー
・
ー
 
ー
七
四) 
四
者
彼
於
下
十
方
一
切
世
界
無
二
ー
寶
一
處
上
住
二
持 
莊
三
嚴 
佛
・
法
・
僧
寶
功
德
大
海-
遍
示 
令
レ
解
二
如
レ
實
修
行7
偈 
言
二
「何
等
世
界
無
佛
法
功
德
寶
我
願
皆
往
生
示
佛
法
如 
佛
」
一
故
。 
(
『真
聖
全
』
ー
・
一
 
ー
七
五) 
こ
れ
を
受
け
て
曇
鸞
は
菩
薩
荘
厳
の
註
釈
の
は
じ
め
で
、
 
眞
如
是
諸
法
正
魅
。
蘇
如
而
行
則
是
不
行
。
不
行
而
行 
名
二
如
實
修
行7
殊
唯
一
如 
而
義 
分
爲
レ
四
。
是
故
四 
行
以
レ
ー
正
統
レ
之
。 
(
『真
聖
全
』
ー
ニ
ー
三
一
四) 
と
語
る
。
一
如
を
体
と
し
た
「
不
行
に
し
て
行
」
ぜ
ら
れ
る
如
実 
修
行
を
、
四
つ
に
開
い
た
も
の
と
し
て
菩
薩
四
種
荘
厳
を
確
か
め 
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『論
』
、
『論
註
』
い
ず
れ
お
い
て
も
、
如
実
修
行
は
菩
薩
荘
厳
に
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
如
実
修
行
を 
師
の
念
仏
の
す
す
め
に
仰
ぎ
、
そ
の
す
す
め
に
値
遇
し
た
事
実
を
、
 
如
実
修
行
相
応
と
曇
鸞
は
讃
嘆
門
に
確
か
め
る
の
で
あ
る
。
如
実 
修
行
は
ど
こ
ま
で
も
浄
土
に
あ
り
、
衆
生
の
分
斉
は
、
師
と
い
う 
具
体
相
を
と
っ
て
は
た
ら
く
如
実
修
行
に
相
応
す
る
こ
と
で
あ
る
、
 
と
い
う
曇
鸞
の
了
解
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
『論
』
の
讃
嘆
門
の
文
に
対
し
、
曇
鸞
は
「
称
彼
如
来
名
」
以 
下
を
三
つ
に
分
け
て
丁
寧
な
註
釈
を
施
し
て
い
る
。
「
称
彼
如
来 
名
」
、
「
如
彼
如
来
光
明
智
相
」
、
「如
彼
名
義
欲
如
実
修
行
相
応
」 
の
三
つ
に
で
あ
る
。
そ
の
三
番
目
に
お
け
る
「
如
実
修
行
相
応
」 
の
註
釈
に
注
目
し
よ
う
。
然
有
二
稱
レ
名
憶
念
一
而
、
无
明
由
存 
而
、
不
レ
滿
二
所
願
一
者
、
 
何 
者
、
由
下
不
二
如
實
修
行
ハ 
與
一
名
義
不
中
相
應
上
故
也
。 
云
何
爲
下 
不
二
如
實
修
行
一
與
二
名
義
一
不
中
相
應
い
謂
不 
レ
知
二
如
來
是
實
相
身
、
是
爲
レ
物
身7
又
有
ニ
ー
種
不
相
應7  
ー
者
信
心
不
レ
淳
、
若
レ
存 
若
レ
亡 
故
。
二
者
信
心
不
レ
ー
、
 
无
一
決
定
一
故
。
三
者
信
心
不
二
相
續
ハ 
餘
念
間 
故
。
此
三 
句
展
轉 
相
成
、
以
一
信
心
不
〉
淳
故
无
決
定
ハ 
无
決
定
故
 
念
不
二
相
續1 
亦
可
下
念
不
二
相
續
一
故
不
レ
得
ニ
決
定
信
一
不 
レ
得
一
決
定
信
一
故
心
不
せ
淳
。
與
レ
此
相
違 
名
二
如
實
修
行
相 
應7
是
故
論
主
建 
言
二 
「我
一
心
」7
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(
『真
聖
全
』
ー
ニ
ー
ニ
四) 
「
し
か
る
に
名
を
称
し
憶
念
す
る
こ
と
あ
れ
ど
も
、
無
明
な
ほ
存 
し
て
、
所
願
を
満
て
ざ
る
は
何
と
な
れ
ば
」
と
い
う
曇
鸞
の
問
い 
は
、
師
の
教
化
と
い
う
具
体
相
を
と
っ
た
浄
土
の
功
徳"
如
実
修 
行
に
出
遇
っ
た
か
ら
こ
そ
生
じ
た
も
の
と
い
え
る
。
念
仏
申
す
身 
と
な
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
、
真
実
に
背
く
自
身
の
あ
り
方
を
問 
う
て
い
る
。
そ
れ
は
続
く
「
如
実
修
行
せ
ざ
る
と
、
名
義
と
相
応 
せ
ざ
る
に
よ
る
が
故
な
り
」
か
ら
分
か
る
。
「
如
実
修
行
せ
ざ 
る
」
と
は
、
如
実
修
行
に
相
応
し
て
知
ら
し
め
ら
れ
た
、
如
実
修 
行
で
き
な
い
あ
り
方
、
つ
ま
り
機
の
深
信
で
あ
る
。
ま
た
「名
義 
と
相
応
せ
ざ
る
」
も
、
名
義
に
相
応
し
た
か
ら
こ
そ
明
ら
か
と
な 
っ
た
、
名
義
に
背
く
あ
り
方
で
あ
る
。
名
義
相
応
と
は
名
の
い
わ 
れ
に
相
応
す
る
こ
と
で
あ
り
、
即
座
に
第
十
八
願
成
就
文
「聞
其 
名
号
」
が
想
起
さ
れ
る
。
衆
生
に
と
っ
て
如
実
修
行
相
応
は
名
義 
相
応
と
し
て
あ
る
と
い
う
曇
鸞
の
了
解
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ 
う
に
「
不
如
実
修
行
」
、
「名
義
不
相
応
」
し
か
な
い
自
身
の
あ
り 
方
が
、
「
如
実
修
行
相
応
」
に
確
か
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
次
に
「
い
か
ん
が
如
実
修
行
せ
ざ
る
と
、
名
義
と
相
応
せ
ざ
る 
と
す
る
と
な
ら
ばI
決
定
の
信
を
得
ざ
る
が
故
に
心
淳
か
ら
ざ
る 
べ
し
」
で
は
、
曇
鸞
の
機
の
自
覚
が
二
不
知
三
不
信
で
表
白
さ
れ 
て
い
る
。
如
来
が
自
利
利
他
の
身
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
が
二
不
知
、
信
心
が
不
淳
・
不
一
・
不
相
続
な
の
が
三
不
信
で
あ
る
。 
こ
の
自
覚
は
、
名
義
に
相
応
し
浄
土
の
功
徳
が
感
得
さ
れ
た
時
の 
自
覚
で
あ
る
。
浄
土
の
功
徳
に
よ
る
、
ど
こ
ま
で
も
二
不
知
三
不 
信
の
あ
り
方
し
か
な
い
自
身
へ
の
信
知
で
あ
る
。
そ
し
て
「
こ
れ 
と
相
違
せ
る
を
如
実
修
行
相
応
と
名
く
。
こ
の
故
に
論
主
建
め
に 
「
我
一
心
」
と
言
へ
り
」
と
続
く
。
こ
の
文
で
は
、
二
不
知
三
不 
信
の
自
覚
と
同
時
に
発
起
し
て
ー
ー
不
知
三
不
信
と
「
相
違
せ
る
」 
心
が
語
ら
れ
て
い
る
。
自
分
の
中
に
あ
っ
て
自
分
を
超
え
た
清
浄 
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
、
そ
ん
な
心
が
「如
実
修
行
相
応
」
お 
よ
び
「
我
一
心
」
と
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
注
意
さ
れ
る
こ 
と
は
、
不
如
実
修
行
と
如
実
修
行
相
応
と
い
う
相
反
す
る
よ
う
に 
み
え
る
自
覚
が
、
時
を
隔
て
て
あ
る
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。 
名
義
不
相
応
と
如
実
修
行
相
応
も
そ
う
で
あ
る
。
如
実
修
行
相
応 
の
我
一
心
に
お
い
て
、
不
如
実
修
行
・
名
義
不
相
応
の
自
覚
が
同 
時
に
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
如
実
修
行
相
応
の
我
一
心
の
心
を 
生
き
ん
と
意
欲
す
る
こ
と
が
、
「欲
如
実
修
行
相
応
」
で
あ
り
、
 
念
仏
者
の
歩
み
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
曇
鸞
は
、
我
一
心
を
如
実
修
行
相
応
と
し
、
そ 
れ
が
名
義
相
応
、
す
な
わ
ち
讃
嘆
門
の
念
仏
に
お
い
て
実
現
さ
れ 
る
と
し
た
。
曇
鸞
の
こ
の
功
績
に
よ
っ
て
、
作
願
・
観
察
が
中
心 
に
読
め
る
五
念
門
が
讃
嘆
門
中
心
と
な
っ
た
。
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で
は
、
曇
鸞
は
作
願
門
、
観
察
門
を
ど
の
よ
う
に
了
解
し
た
の 
だ
ろ
う
か
。
云
何
作
願
、
心
常
作
願
。
一
心
專
念
ヨ
畢
竟 
往
一
生 
安
樂 
國
土
一
欲
ー
ー
如
レ
實
修
一
行 
奢
摩
他
一
故
。
(
『真
聖
全
』
ー
・
ー
ー
七
ー) 
云
何
觀
察
、
智
惠 
觀
察
。
正
念
二
觀 
彼
一
欲
三
如
」
貫
修
二 
行 
毘
婆
舍
那
故
。 
(
『真
聖
全
』
ー
・
ー
ー
七
ー) 
と
『論
』
で
説
か
れ
る
作
願
門
、
観
察
門
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
次 
の
よ
う
に
註
釈
し
て
い
る
。
奢
摩
他
云
レ
止
者
、
合
レ
有
二
三
義7  
一
者
一
心
專
念
ニ
阿
彌
陀 
如
來
一
願
レ
生
二
彼
土
ハ 
此
如
來
名
号
及
彼
國
土
名
号
、
能
止
二 
一
切
惡7
二
者
彼
安
樂
土
過
二
三
界
道
ハ 
若
人
亦
生
二
彼
國
一 
自
然
止
二
身
口
意
惡7
三
者
阿
彌
陀
如
來
正
覺
住
持
カ
、
自 
然
止
下
求
二
聲
聞
・
辟
支
佛
一
心
〉
此
三
種
止
、
從
二
如
來
如
击
貝 
功
德
一
生
、
是
故
言
ニ 
「
欲
如
實
修
行
奢
摩
他
故
」7
(
作
願
門
釈
・
『真
聖
全
』
一
・
三
一
五
—
六) 
毘
婆
舍
那
云
レ
觀
者
、
亦
有
二
ニ
義7  
一
者
在
レ
此 
作
レ
想 
觀
二
彼
三
種
莊
嚴
功
德
ハ 
此
功
德
如
實 
故
、
修
行
者
亦 
得
二
如
實
功
德7
如
實
功
德
者
、
決
定 
得
レ
生
ニ
彼
土7  
ーー 
者
亦
得
レ
生
二
彼
淨
土
ハ 
卽
見
二
阿
彌
陀
佛7
未
證
淨
心
菩
薩
、
 
畢
竟 
得
二
證
平
等
法
身7
與
二
淨
心
菩
薩
一
與
二
上
地
菩
薩1
畢
竟
同
得
ニ
寂
滅
平
等
ハ
是
故
言
二
「欲
如
實
修
行
毘
婆 
舍
那
故
」7  
(
観
察
門
釈
・
『真
聖
全
』
一
・
三
一
六) 
作
願
門
釈
、
観
察
門
釈
、
ど
ち
ら
も
此
土
・
彼
土
ニ
行
に
分
け
て 
釈
さ
れ
て
い
る
。
作
願
門
釈
で
は
、
彼
土
行
の
「
こ
の
如
来
の
名 
号
お
よ
び
か
の
国
土
の
名
号
、
よ
く 
一
 
切
の
悪
を
止
む
」
が
着
目 
さ
れ
る
。
す
ぐ
に
、
彼
无
寻
光
如
來
名
号
、
能
破
二
衆
生
一
切
无
明
ハ 
能
滿
二 
衆 
生
一
切
志
願7  
(
『真
聖
全
』
一
・
三
一
四) 
と
い
う
名
号
の
持
つ
破
闇
満
願
の
徳
を
述
べ
た
讃
嘆
門
釈
が
想
起 
さ
れ
る
。
讃
嘆
門
の
中
で
作
願
門
を
釈
し
て
い
こ
う
と
す
る
曇
鸞 
の
意
図
が
伺
わ
れ
る
。
師
と
の
出
遇
い
を
通
し
名
義
に
相
応
し
た 
此
土
の
出
来
事
に
お
い
て
、
彼
土
の
功
徳
が
開
か
れ
た
感
動
を
語 
ろ
う
と
し
て
い
る
と
言
っ 
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
観
察
門
釈
に
つ 
い
て
も
同
様
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ 
う
。
此
土
行
の
「
か
の
三
種
の
荘
厳
功
徳
を
観
ず
れ
ば
」
は
名
義 
相
応
と
了
解
で
き
よ
う
。
名
号
に
よ
っ
て
此
土
行
が
生
じ
、
そ
こ 
に
彼
士
行
が
開
示
さ
れ
る
と
い
う
註
釈
の
構
造
は
作
願
門
釈
と
同 
じ
で
あ
る
。
曇
鸞
は
観
察
門
も
讃
嘆
門
に
集
約
し
、
名
義
に
相
応 
し
た
感
動
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
土
行
の
「未
証
浄 
心
の
菩
薩
、
畢
竟
じ
て
平
等
法
身
を
得
証
す
。
浄
心
の
菩
薩
と
上 
地
の
菩
薩
と
、
畢
竟
じ
て
同
じ
く
寂
滅
平
等
を
得
」
は
、
不
虚
作
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住
持
功
徳
に
他
な
ら
な
い
。
二
十
九
種
荘
厳
が
不
虚
作
住
持
功
徳 
に
収
斂
さ
れ
る
と
い
う
曇
鸞
の
了
解
が
分
か
る
。
こ
こ
で
確
か
め 
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
名
義
相
応
の
念
仏
者
が
浄
土
の
菩
薩
の
功 
徳
を
賜
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
浄
土
の
菩
薩
と
仰
が
れ
る
師
の 
教
化
に
よ
っ
て
名
義
相
応
し
、
浄
土
の
菩
薩
の
功
徳
を
賜
る
と
い 
う
構
造
は
、
曇
鸞
の
回
向
観
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
三
、
回
向
門
『論
註
』
に
お
い
て
五
念
門
了
解
は
、
 
天
親
菩
薩
旣
願
二
往
生
一
豈
容
レ
不
レ
礼
(
礼
拝
門
・
『真
聖
全
』
ー
・
ー
 
ー
ハ
二) 
天
親
菩
薩
今
言
二
盡
十
方
无
导
光
如
來
ー
(
讃
嘆
門
・
『真
聖
全
』
ー
・
ー
 
ー
ハ
三) 
「
願
生
安
樂
國
」
者
、
此
ー
句
是
作
願
門
、
天
親
菩
薩
歸
命 
之
意
也
。 
(
作
願
門
・
『真
聖
全
』
ー
・
ー
 
ー
ハ
三) 
龍
樹
菩
薩
・
婆
藪
槃
頭
菩
薩
輩
願
レ
生
レ
彼
者
當
レ
爲
レ
此 
耳
。 
(
観
察
門
・
『真
聖
全
』
ー
ニ
ー
三
一
ニ) 
此
四
句
是
論
主
迴
向
門
。
(
回
向
門
・
『真
聖
全
』
一
ニ
ニ
〇
七) 
と
、
天
親
を
主
語
に
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
前
四
念
門
は
、
 
こ
れ
ま
で
尋
ね
た
よ
う
に
、
名
義
相
応
の
天
親
に
賜
る
意
義
と
し
て
確
か
め
ら
れ
、
そ
れ
は
一
切
の
念
仏
者
に
通
ず
る
も
の
で
あ
っ 
た
。
こ
の
二
つ
を
考
慮
す
る
と
、
回
向
門
も
念
仏
者
に
賜
る
意
義 
と
し
て
了
解
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
「我
作
論
説
偈
願 
見
弥
陀
仏
普
共
諸
衆
生
往
生
安
楽
国
」(
回
向
門)
に
対
す
る 
『論
註
』
下
巻
の
註
釈
を
見
て
み
よ
う
。
迴
向
有
二
ニ
種
相7  
一
者
往
相
、
二
者
還
相
。
往
相
者
、
以
ー 
己 
功
德
一
迴
二
施
一
切
衆
生
ハ 
作
願 
共
往
二
生 
彼
阿 
彌
陀
如
來
安
樂
淨
土7
還
相
者
、
生
二
彼
土
一
已
、
得
二
奢
摩 
他
毘
婆
舍
那
方
便
カ
成
就
ハ 
迴
二
入 
生
死
稠
林
八 
敎
二
化 
一
切
衆
生
ハ 
共
向
二 
佛
道7
若
往
若
還
、
皆
爲
下
拔
二 
衆
生
一
渡
中
生
死
海
皿 
是
故
言
ニ 
「
迴
向
爲
首
得
成
就
大
悲 
心
故
」7  
(
『真
聖
全
』
一
ニ
ー
六
—
七) 
作
願
門
釈
、
観
察
門
釈
で
は
此
土
行
、
彼
土
行
だ
っ
た
行
が
、
回 
向
門
釈
で
は
往
相
、
還
相
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
往
相"
此 
土
か
ら
彼
土
へ
の
方
向
を
持
っ
た
此
土
行
、
還
相"
彼
土
か
ら
此 
土
へ
の
方
向
を
持
っ
た
彼
士
行
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
回 
向
門
釈
を
作
願
門
・
観
察
門
釈
と
同
様
に
尋
ね
る
と
、
名
義
に
相 
応
し
た
感
動
を
往
相
、
還
相
で
語
っ
て
い
る
と
な
ろ
う
。
往
相
は 
「
普
共
諸
衆
生
」
と
い
う
教
化
の
志
願
で
あ
る
。
還
相
は
浄
土
の 
菩
薩
行
の
出
第
五
門
で
あ
る
。
回
向
門
釈
で
は
、
往
相
の
志
願
が 
還
相
の
意
義
を
湛
え
て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
56
で
は
、
な
ぜ
「共
に
」
と
い
う
教
化
の
志
願
に
還
相
が
見
出
さ 
れ
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
曇
鸞
は
自
己
に
還
相
の
は
た
ら
き
が
あ 
る
と
自
覚
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
と
き
回
向
門
釈
が
天
親 
を
主
語
に
し
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
く
る
。
す
な 
わ
ち
曇
鸞
は
、
天
親
か
ら
「
共
に
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
自 
身
に
目
覚
め
、
そ
ん
な
天
親
に
還
相
を
仰
い
だ
の
で
は
な
か
ろ
う 
か
。
こ
の
こ
と
は
ハ
番
問
答
の
第
一
問
答
、
次
の
箇
所
に
よ
く
表 
れ
て
い
る
。
問
日
。
天
親
菩
薩
迴
向
章
中
言
二 
「普
共
諸
衆
生
往
生
安 
樂
國
此
指
レ
共
二
何
等
衆
生
一
耶
。
答
日
。
案
二
王
舍
城 
所
說
『无
量
壽
經
』
一
「
佛
吿
二 
阿
難7
十
方
恒
河
沙
諸 
佛
如
來
、
皆
共
稱
二
嘆
无
量
壽
佛
威
神
功
德
不
可
思
議
7  
諸
有
衆
生
、
聞
ニ
其
名
號
一
信
心
歡
喜 
乃
至
一
念
、
至
心 
迴
向
、
願
レ
生
彼
國
卽
得
一
往
生
住 
不
退
轉7
唯
除
ー 
五
逆
誹
謗
正
法
ご
案
レ
此
而
言
、
一
切
外
道
凡
夫
人
、
皆 
得
二
往
生7  
(
『真
聖
全
』
一
ニ
ニ
〇
七) 
天
親
の
語
る
「
諸
衆
生
」
と
は
誰
か
と
い
う
問
を
た
て
、
第
十
七 
願
・
第
十
八
願
成
就
文
を
連
引
し
、
第
十
八
願
成
就
文
の
「
諸
有 
衆
生
」
と
答
え
て
い
る
。
ど
こ
に
天
親
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
か 
と
い
え
ば
、
第
十
七
願
成
就
文
の
「
諸
仏
如
来
」
で
あ
る
。
ま
た 
曇
鸞
自
身
は
「
諸
有
衆
生
」
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
曇
鸞
は
、
諸
仏
如
来
と
仰
い
だ
天
親
に
還
相
の
は
た
ら
き
を
見
出
し 
て
い
る
と
考
、え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
よ
り
、
曇
鸞
の
回
向
観
を
考
え
る
と
次
の
よ
う
に 
な
る
だ
ろ
う
。(
1
)
回
向
は
他
の
五
念
門
と
同
様
に
浄
土
の
功 
徳
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。(
2
)
往
相
は
「普
共
諸
衆
生
」
の 
志
願
で
あ
る
。
こ
の
志
願
は
師
の
「普
共
諸
衆
生
」
の
呼
び
か
け 
に
よ
っ
て
生
ず
る
。(
3
)
自
己
の
還
相
は
道
理
と
し
て
は
否
定 
し
な
い
。
し
か
し
還
相
の
具
体
相
は
師
に
仰
が
れ
る
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
五
念
門
を
名
号
ひ
と
つ
で
説
こ
う
と
す
る
『論 
註
』
の
論
理
を
概
観
し
て
き
た
。
名
号
が
開
示
す
る
浄
土
は
、
浄 
入
願
心
章
に
お
い
て
、
上
國
土
莊
嚴
十
七
句
、
如
來
莊
嚴
八
句
、
菩
薩
莊
嚴
四
句
爲 
レ
廣
。
入
ー
法
句
爲 
レ
略
。
何
故 
示
二
現 
廣
略
相 
入-
諸
佛
・
菩
薩
有
二
ニ
種
法
身7  
一
者
法
性
法
身
、
二
者 
方
便
法
身
。
由
二
法
性
法
身
一
生
二
方
便
法
身
】
 
由
二
方
便
法 
身
一
出
二
法
性
法
身7  
(
『真
聖
全
』
一
・
三
三
六) 
と
、
法
性
法
身
か
ら
生
じ
、
法
性
法
身
を
出
す
方
便
法
身
で
あ
る 
と
説
か
れ
て
い
る
。
『論
』
で
は
、
こ
の
浄
土
に
五
念
門
を
行
じ 
て
相
応
し
て
い
く
べ
し
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
図
に
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表
す
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
五
念
門 
法
性
法
身
方
便
法
身
ム
 
善
男
子
・善
女
人
(
浄
土)
そ
ん
な
『論
』
の
深
意
を
読
み
解
い
た
の
が
曇
鸞
で
あ
る
。
浄
土 
の
功
徳
を
内
包
し
た
名
号
に
よ
っ
て
、
五
念
門
が
讃
嘆
門
に
集
約 
さ
れ
、
一
切
衆
生
に
成
り
立
つ
と
し
た
。
①
師
に
よ
る
名
号
の
回
施 
法
性
法
身;
^
^
方
便
法
身̂
1
1
,
一
切
外
道
凡
夫
人
(
浄
土)
②
五
念
門(
讃
嘆
門
中
心) 
こ
の
功
績
に
よ
っ
て
『論
』
が
易
行
道
開
顕
書
と
な
っ
た
。 
『論
註
』
の
論
理
の
要
と
な
る
名
号
は
、
師
の
教
化
に
よ
っ
て 
回
施
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
師
と
の
出
遇
い
が
な
け
れ
ば
、
浄
土 
の
仏
道
は
衆
生
に
成
就
し
な
い
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
善
巧
摂
化
章
以
下
を
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
。
曇
鸞
は
、
 
五
念
門
を
天
親
に
確
か
め
、
そ
こ
に
浄
土
の
菩
薩
の
は
た
ら
き 
(
還
相)
を
見
出
し
て
い
た
。
善
巧
摂
化
章
以
下
に
お
い
て
も
同 
様
に
、
天
親
に
仰
い
だ
功
徳
と
し
て
説
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 
こ
れ
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
註
①
 
『
『浄
土
論
註
』
の
思
想
究
明
—
親
鸞
の
視
点
か
ら
一
』
延
塚
知 
道
著
(
文
栄
堂)
の
第
四
、
五
、
九
章
に
詳
し
い
。
②
 
『往
生
論
註
講
要
』
稲
葉
圓
成
著(
為
法
館)
・
一
四
③
 
『
『浄
土
論
註
』
の
思
想
究
明
—
親
鸞
の
視
点
か
ら
一
』
延
塚
知 
道
著
(
文
栄
堂)
の
第
七
章
に
そ
れ
ぞ
れ
の
功
徳(
九
種
類)
に
つ 
い
て
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
。
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